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● 新潟県立吉田特別支援学校

● 種別：病弱

● 入院せずに心療内科等で治療を受ける児童生徒が増加
子どもの主訴や診断名は様々、心身の不調に困っている点で共通。多く
が転入前の学校（通常の学校）において、学びづらさや活動のしづらさ、
不登校などを経験

● 医師等（医師、看護師、心理職）と共に、心身の不調に困っている児童生
徒が安心して通い学べる学校づくりの取組を推進

① 医師等との協働
② 教師間の共通理解
③ 個のニーズに応じた指導・支援



● 学校の学級数、児童生徒数等、職員数（令和６年９月１日）
＊ 年度途中の転入や転出により、数は年度内で±５程度で変動

① 学級数20（小3、中7、高10）

② 児童生徒数38（小6、中12、高20）
通学生34（うち重度重複障害6）、入院生0、施設入所生4

③ 職員数63
校長1、教頭1、教諭47、養護教諭1、講師5、学校看護師2、事務他6

● 学校の教育課程
①小中高等学校に概ね等しい教育課程（対象9名）
②一部、特別支援学校（知的）の教科等に変更した教育課程（対象19名）
③重度心身障害児対象の教育課程（対象10名）

● 関係する医師等

17名（医師5、看護師10、心理1、相談員1）











● 医師等との協働

治療と一致した教育を展開するため、様々な協働の在り方を模索

① 転入前・転出前カンファレンス
転入・転出予定の子どもについて、医師等から情報を受け、教育方針を検討

② 医師等との日常的連携（ほぼ毎日連携）
子どもの行動問題について、即時医師等に連絡する
・病院診察室から電話等で助言を得て行動問題に対応
・医師等が直接学校に足を運び教師と一緒に子どもに対応。

③ 治療と教育の在り方を検討する会議の実施（今年度現在までに24回実施）
教員が医師等と共に随時に子どもの現状を話し合い、治療と教育を検討

④ ランチタイムミーティング（隔週１回）
医師等と校長、教頭が集まり、学校と病院で共通して工夫することを検討



● 教師間の共通理解

① 子ども理解の会（学期１回）
ただし、共通理解すべきことは多数、この会だけでは教師間の共有が難しい。

② 幹部情報交換（毎日放課後15分）
・ 校長、教頭、学部主事等
・ 実施した指導・支援と子どもの様子を報告し合い共有
・ 望ましい指導・支援について共通理解

③ 指導・支援の具体を全職員で共有（職員朝会、毎日）
・ 幹部情報交換で共有した望ましい指導・支援
・ 「誰が誰にどうしてどうなったか」…具体的に
・ 肯定的価値付け、望ましい理由を加えて 紹介

・ 一人一人の子どもの実態、観点・考え方、指導方法と成果や効果など
実際の事例を通して、毎日毎日徐々に全職員で理解している。



● 学習・生活の実態とニーズ把握、目標設定、教育支援計画作成・実行・評
価・修正

● 全体で意識的に取り組んでいること

① 授業における学習形態の工夫（学期内であっても柔軟に変更）
個別、グループ・小集団、一斉など
（「〇〇学習」「〇〇式」からのスタートではない）

② 得意に焦点を当てた指導・支援
困難に寄り添う。弱みなどネガティブな側面の改善を主にしない。

③ 異年齢集団の活用、校外人材の活用
実態に応じ、人間関係の幅を広げる工夫

④ 児童生徒の活躍の場の設定
治療や教育が進行してきた子どもの有用感を高める場面設定



● 出席率の変化
・ 通学生のうち重度重複障害がある者を除く29名の平均
・ 転入前と転入後の出席率（出席日数／出席すべき日数×100、単位％）

・ 25名が向上（最も著しい変化は7.6％→89.5％）
・ 4名が低下（最も著しい変化は16.4％→5.4％）
・ 平均（標準偏差） 転入前47.6％（30.2） 転入後75.5％(31.1)



● 子どもが感じる学校に来ることの楽しさ（26名 個別の雑談）
「学校に来ることが楽しい」と語った児童生徒は26名中26名

・ 「うるさくない。静かで自分に合っている」「静かに勉強できるから」
「人が少ない」「落ち着いて勉強できる」（校舎内の静謐さ）勉強が分かる

・ 「自分のことを理解してくれているから」「配慮してもらっているから」
（教師から理解してもらえる）サポート認知

・ 「おもしろい先生」「先生が良い」「先生と話をするのが楽しい」
（教師についての肯定的印象）サポート認知

・ 「大きな声を出す先生がいない」「学校に来い来いって言われないから」
「きまりがあっても変更してくれる」（行動の強制や統制が少ない）

・ 「友達が自分のことを分かっている。あれこれ言わない」
（友達との関係が良い）サポート認知

・ 「学校が明るい」「時々楽しいこと（イベント的な教育活動）がある」
（学校への明るいイメージ）
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